
合 が低 下 守 る半面 ′密 寮隼冬 轡 の掛金 が感 綱 する = ヒ[=な る , この 軒の人 口

は/ア08 年 に蚊 /∂0万 であ っi:=のが /9､5-3.年には lt/70万 と鹿感 し7:=が､ー この

人 ｡増加索 のまま で いけば､,今敏 之 0年巌 f=な いら射 二八 clは 300月人 に達

する もの と脅 え られ る .葱息 の 監潜水 巌 の鹿.韓 と免食 客 用の嵐 息か らみ て ,

二の宮 の人 口壕加 は菌塊 大 きな開園 ヒなる と思われ る ので ′ ここと 13:席･(二八

yjとそれ に碍巌 レて起 る簡選 について .鋸 -11でみ 左_

ニ_1-じ'- ラン ドの八 m は . 卑 ぞelfi叔 上増 加 してお り, /争J-7 阜 ヒ吐

JoD万人 に塞す る tいわれるが ′温良 の 虹湛水､寒 を劉 生下 が な いで この壕 加

入 ロ を養 うためには ′轟 -次 産黄 iIよが 舞 二東屋 黄 の生産 をどの農 産 引 き上

げ､感か守 る労働 力をどこで吸収 する か が 研摩 になA . これ を寡 -凍 産 米 につ

いて み る と. /9 75耳 にお け5 I-JLP9万 g)人 口)=二灯 して愛息 の 鮭蕃水 聾 を鮭港

する ため に は ,ベ ターお よが.食 肉 をそjLぞ'九 g crg,草亀 を クCFQ壇如 し

む けk,ぼ､な らな■いか＼,そ の 日蕨 を巽鬼 する f=め と吐 /争ST9年 /こおける生産水

準 の之劣 を年 々磨如 しな けれ ば､/3:I;患い こ と(=なるが , これは韓常に国数 で

あ る ,ま た労働 人 口の磨都 は慶菜 に釦 ､て 吸 収 す為糸 他 姓な く .終局 寮二次

鼠算 で甥叔 てる他 な し､が .療 二次巌東 p'魔人 は め療酌 に原舟斜 ,艶席 な どの

東 大の教 壇 とを ゥて この国 のタト資夢債 を悪鬼 させる こ とにを句 J他菰市 虜が､

釈 藤をことと賃 金 コス トの恵 い ため に′ この国 のエ紫 を洛 外 の工業展 品 の唐

草 か ら跨 る r=A には ′政府 の鹿利 に よる輸 入軌限′闘魂滑 車 による 方暮 しか

轟 きれ てし､な い 0

日 野 市 の 地 理 学 的 老 廃

廉一蜜 地底観 象
聡 喬 壌 子

寮一癖 宙飾 磨鹿

日野市 虻東京 の薗 轟寒 にあた る｡ここで多密 州 とそ の東 泉 の洩 川が､合 流 し

てい る｡勉W/汝丘 療 ･台 地 ･撰丘 ･沖腐 敗 に命顛 きれ ′そ の うぢ丘 陵 t膏 必

段女､の⊥也 2炭は -東 口-,A におおわれ で いるの

嵐舶 か た 目鼻 - 嘉 気候 ヒ- 雛 で あるが ′恥 と厳 言 と/や

か西経 捌 頃向が 嵐濃 の上で み られ ′ま左 山地 に故 づ､くた め ,埼償 還多 く患 っ

ている .

錬 二歯 人 文牽感

こ こ王は風 出 の戯 南 仏の肇 で鼠 っ長次外 の ことを とI)上 iPl= P Ei鼎 はkP

簿据′甲州衛選 の-宿駅 で 誘 っ たo明唐玖顔 の飯盛.の関数 ,猪泰 初顔 のエ慶
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の敏 也 /儀 並 の庭 藍 の噛 如来 よ り ,考 日見 る ま畑 ｣倦 覆 し 1 き 左 ｡

エ 楽 は重･jiyJ資1寮 ノ務事後戚 工発が 臥とAど宣 ､あるQまを′.療衆は全磯 約

に象逸 して い る p台 盤 ･段 丘 の⊥ 血3段 よ と 臥 鹿 ･泉 鹿 が孝 く ′それ 以 下 の

軒で 匪瀬峰 が､希わ れ てい る ｡禰暦 法 へ っf=ヒ比 いえ′£ f=+都 下 - の生産 者 を

Lが)して いる .

し､ろ し､ろ な 面 で蕗 が っ 萱が瀞 も酸 い の d:東 京 都 中 一til勘 と 九 に つ い て鹿 浜

とな って ぶ り.解巌する教市 との軌 二はあま ()相 互 の癌 が̀ っ き.は私 らJtな い,

簸二牽 地形面 の草 艶

也寵 臥 外 とその 布類 基 準 良 次 の盈 ()で あ る .

工､虫酸
(

礼 .高底面

か. 低 虹面

甘､台可 aL二

刀. 段 丘

町.沖席鹿

藩 反面

私底 面

dL 凍′段丘面

,心 象 2顔生面

a. 湊 3段女帝

a. 昇&段丘ノ面

a. 患イ立番

垂 低塩面

C ･ ･畠 然 農 防

Ⅴ. 谷底平野

～

音盤 ･ 鴎折衷

患度 ･ ロ ーム の覆 さ

高度 ･ 延着

jヒ高 ･ 土廉

LL. 日野台地 上の谷底辛界

･b･.谷 亀川の食 嵐平野

C･ 多 蟹 缶薩か ら洗れ 出る小 河川の谷底平 野

夢三貴 都市.,,Jと

金 銀 を適_じ'こ.日野 の都 市化の適温 はよ段 笹 にわ けLLれ る,備 のは絡新 /9

阜 ごろ か ら. 兜は娼卯 3/年 rろか らであ る ｡象常 の豪適 11糸瓜-姪 危地一

肱,人口 増 加 と ･̂口碑 底 の劉 絹 の逸良 に顎 この三役 剛 tt,らわ れてい_為 ･

賭御 /0年 前額 に ′そ 丸 ま ゼ 鹿 渡 舟 で あ った 日 野 南 仁 を虜 二 葉 を車 Iごとす

る い ( つ か のエ湯 が立 地 Lた 0 度 を と して 良風 工藤 [7)鹿 毛 . 寮こが た っ{=. こ

の た めの 鴫幾 の初期 が t̀,且 と/Lど､垣立 っ よ う恵庭 比の な か った人 cy綻,FPu新 /0

年 家慶 ヒ増加 し磯 め た a

昭弁 S/年 を :える と .ユ 虜 の盗 適 が溝 が漬農 になると同 埠†こ ′ 蘭東席 の

し＼]J7ゆる べ､･/ド .ダ ウン として ′入 嫁贋 を団地が艶 麗J<hれ r=Qそ九に揮 って

人口感加率吐 王 らに高 くru:っ てき f=ク

ー54_



台盤 ･段丘 の⊥ 血 3像息で 妓 噸作 ,亀鹿亮､は席 作が 行お肌 てい るが . L,軽

口 こ顔漉 しつつあ り ′ 巌 尿 の叡卦 の車 疋 蛙象 第㍍卦 の Lld釦 二移 って いく頒 布

が 喪 くな りで いる ′

鳥 漆 山北 西 麓の敗理 学考 寮

与 謝一野 t= ゴ

き 三 がr=GD鉾は液 に壌 礼れで乾の上 こぐ巌 士の つ り轟･ 面存

-藍の唾 は か くLt も換 り牽き さかたの藩士 の宮 や 皇巌 膚 に しこ 鶴 野法師

窒さかたや雨 に畜砲 がねむの施 軽度

勉 吐-番 締 め に ききかt=のみ を藩 論 の フィーJL,ドに Lよ う と思 い虹 っ7三.

与 厳 の痕 か ら この敗 に 吐逸 足 で伺~象老来 左 こ とがあ為 し ,愚生のS:轟 にi る

と町 でも亀 戚軌 二面 曲目軒 ら しい . それ に この勉 が笹起 す 為商 の鹿渡 綻大森

掛感をと ころで あっ/=よ らど′竜 斤 とか芭寮 ヒか有名 なJ(/Zが来 てな L とな

くttL､.毅 や耽 句を姦 しこ し､った ｡池虜 の為 I=藩 が鮭 にを ,?て しよ っだ とい さ

ことやそ の商 法八 十八潟 九 十私盤 があ った とい うこと韓Jq,夢 がい っはやし､虜

Bよ うな乾 か し/:=O Lか しなか LL率轟 のフ ィ ー )i,打よ5-方舟 の /の敗 蚤 の･4(

舟 の /の鹿 確 にわr=る もの でな くこほならないのゼ ,さ さか左 は率 轟 7ィー

)Lドの一朝身になって しよ っを｡

鳥藩山 北西農 奴 きざかた を食 む と ころの泥 流▲政務 , 火山 の 二乗 度盛場 によ

る 火 山山鹿廃 底地 畝が､鳥 藤山 からあ れ で くる 宙 夢州 の作 った卑 勉 .勝摩 舷灘,

め 丘な ど夢腐 な勉解 の倉腐 する鹿巌 である ｡二 二g)地 形 は大鹿､次 の昇りに庄

舟 三九 歳 , LL)糸 重用轟底地 Ll)東 郷 凹鹿 , (3)白歯 )‖上血轟 /酌 虹′ 軒)

由曹 机下 鹿顧吠 巌 . Lf) 虫垂1一に 針 頼 政低勉 勘 転 質併 女 鹿 げ)温 風息

密度底地 Lg)海岸亀鹿 ｡

鳥藤 山 は藤三紀層 を鼻 鮭 とす る 1 330仇 の･k 山 であ る ,鑑 って索勉 巌 には

勝三私儀 の露頭が鼠きれ二凍 られる .単 座魔 のをfr⊥如 日日蛙山鹿 と展選 鹿 と

水 野で串 lJ.山嵐 ヒ凍澄 鹿は 山鹿 乱 が遍 の多 い廃 状 勉 な のゼ到 底 水 田血 七､き

ない と ころ に麻 布す る .よ ってi 勉剥 覇 を希 欝 する息 で は 水 喝か 十を養 え丸

tf､よい ニ ヒになって しま (,た ｡ポ 田 をビー67)よ う意 考慮 がらみ丸 ta:'よ いが とい

う こt:が 値 Aの慮 とな ｡ f=が .この地底が､火山 山餐 ビあa lこもか か わ らず､汝

碗 o)庄内平野 に慶 べ ,間藤 が早 い ことに産 声 し′亘 の理 由を地 #/魚が､兇暴 の

鮮轡 に夏 め を ｡それ 離 ＼JL蝋 ､水 を かき中 耳い勉 杉 .ため池 を作 り潜れ リ転

移 ′ 温風 血 か らの葡縫 沖乾 と火止し死 よ り土壌 が 盈()FL巌 殉新株 Lや れ ､土庭
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